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の高い土壌では，葉色の緑度の淡化は顕在化はしないで

あろう。

上昇による，一時的な鉄の不溶化にともなう鉄吸収の低

下の，二次的要因と考えられる。

したがって N03-N肥料を窒素源として施与する場

合，土壌の pH変動に対する緩衝能が高く，かつ鉄供給
(文献は省略した。本文に揚げたデータは著者によって)
得られたものである。

53年産米収穫量は史上最高記録?

来年10月末在庫は600万トンを突破

また向う 3年間も含めた10年計画の水田利用再編

対策については，農政全体との関連で見直すことに

なっている。

農林水産省が9月15日現在でまとめた， 53年水稲

の作柄概況，作付面積について，中川農相が10月3

日閣議で報告したところによると次の通りである。

すなわちく作況〉は，平年にくらべて7%増(指

数 107)と，ひと月前に予想した i6%増」を更に

上回り， 10 a当たりの収量は494kgと史上最高を記

録する見込と云われる。つまり，この順で行くと，

10月末の政府古米在高は 600万トンに迫るばかりか

来年10月には 620万から 630万トンの余剰米を抱え

込むのは確実とあって，農林水産省は，これが対策

に腐心している。

作況指数を分類すると， (平年比〉が 106以上は

「良J，102~105 は「やや良J ， 99~101 が「平年並

み」であるが，今回の調査では「平年並み以下」の

県はゼロ， i良」が37県 (8月15日調査では26県)，

「やや良」が10県(同21県〉となり，各県ともほぼ

予想以上の収穫が見込まれる訳である。

豊作の原因は，全国的な好天と高温で，この結果

53年産水稲の収穫量(試算〉は1251万トンで，陸稲

を含めた米全体の収穫量は1257万5千トン(平年は

1171万2千トン〉となる見込みで、ある。農林水産省

は当初， 1170万トンの収穫量を見込んでいたので，

これをさらに80万トンも上回ることになる。

農林水産省では， 53年産米の作柄概況がまとまっ

たのに伴って， 10月3日，当面の減反政策について

検討した結果，向う 3 年間 (53~55年度〉の目標面

積(毎年39万2千ha=170万トン相当〉は変更しない

ことに決定した。

これは，既に目標の i3年固定」を“公約"とし

ている関係上，この原則をくづすと農家の信頼を失

う可能性があるという理由によるものと見られる。

ただ目標を変えなくても，農家の協力を得て減反

の上積みをするよう指導する考えだと云われてい

る。
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